
国
東
半
島
の
鬼
会
面

　
　
　
―
形
態
に
よ
る
分
類
閃
―

　
　
　
は
じ
め
に

　
国
東
半
島
の
仮
面
は
、
鬼
会
面
・
神
楽
面
・
神
面
・
陳
道
面
・
菩
薩
面
・
能
面

な
ど
多
種
に
わ
た
っ
て
お
り
、
面
数
も
豊
富
で
あ
る
。

　
特
に
、
鬼
会
面
は
、
国
東
半
島
の
天
台
宗
系
の
寺
院
が
壇
家
の
人
々
と
協
力
し

て
行
な
う
、
特
異
な
火
祭
り
の
行
事
に
使
用
す
る
面
で
あ
り
、
他
で
は
あ
ま
り
例

を
聞
か
な
い
仮
面
で
あ
る
。

　
こ
の
火
祭
り
は
、
「
修
正
鬼
会
」
と
よ
ば
れ
る
行
事
で
、
江
戸
期
に
は
、
国
東
半

島
の
天
台
宗
の
寺
院
の
ほ
と
ん
ど
が
、
盛
ん
に
こ
の
行
事
を
行
な
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
全
部
の
寺
院
の
鬼
会
面
が
現
在
残
存
し
て
い
れ
ば
、
厖
大
な

数
に
な
る
と
推
定
で
き
る
。

　
し
か
し
、
明
治
期
に
は
い
っ
て
か
ら
、
こ
の
「
修
正
鬼
会
」
の
行
事
は
、
費
用

や
人
員
な
ど
の
不
足
か
ら
急
速
に
衰
退
し
、
こ
の
行
事
を
現
在
行
な
っ
て
い
る
の

は
、
天
念
寺
・
岩
戸
寺
・
成
仏
寺
の
わ
ず
か
三
寺
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
鬼
会
面
を
保
有
す
る
寺
院
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も

他
種
の
仮
面
に
比
べ
て
面
数
も
多
く
、
現
在
判
明
し
て
い
る
だ
け
で
も
九
二
面
（
保

有
寺
院
十
九
寺
）
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
鬼
会
面
は
、
ま
た
行
事
の
役
割
の
違
い
に
応
じ
て
。
荒
鬼
面
〃
と
。
鈴
鬼

面
〃
と
い
う
二
種
類
に
分
か
れ
て
お
り
、
形
態
に
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。

　
さ
き
に
、
筆
者
は
、
こ
の
荒
鬼
面
と
鈴
鬼
面
を
区
別
せ
ず
、
鬼
会
面
と
し
て
Ｉ

衛
　
藤

賢
　
史

括
総
合
し
て
、
面
の
耳
・
眼
・
口
・
牙
・
角
の
形
態
分
類
を
試
み
た
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
前
回
の
一
次
調
査
に
引
き
つ
づ
き
、
今
回
の
二
次

調
査
で
判
明
し
た
鬼
会
面
を
、
全
く
同
様
の
方
法
で
形
態
分
類
し
て
み
る
。

　
さ
ら
に
、
章
を
設
け
て
、
新
た
な
試
み
と
し
て
∵
仄
調
査
・
二
次
調
査
で
判
明

し
た
、
す
べ
て
の
鬼
会
面
を
、
今
度
は
、
荒
鬼
面
・
鈴
鬼
面
に
分
け
て
、
相
似
す

る
荒
鬼
面
・
鈴
鬼
面
を
保
有
す
る
寺
院
毎
の
分
類
と
、
そ
の
保
有
す
る
面
の
相
似

点
を
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
ｊ

　
　
　
一
　
鬼
会
面
を
所
蔵
す
る
寺
院
の
沿
革
と
所
有
面
数

　
　
　
ぐ

　
鬼
会
面
を
所
蔵
す
る
寺
院
は
、
「
修
正
鬼
会
」
の
行
事
が
、
国
東
半
島
の
天
台
宗

系
の
寺
院
、
俗
に
い
う
六
郷
満
山
の
寺
院
で
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
、
当
然
、
天

台
宗
の
寺
院
と
な
る
。

　
こ
こ
で
は
、
二
次
調
査
で
訪
れ
た
五
寺
の
簡
単
な
沿
革
と
、
保
有
す
る
面
数
を

述
べ
て
い
く
。
こ
の
う
ち
二
寺
は
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
。

　
又
、
寺
院
の
上
に
つ
け
た
ア
ル
フ
ァ
ペ
ッ
ト
は
、
Ｔ
仄
調
査
の
寺
院
に
引
き
つ

づ
い
て
の
順
序
に
し
た
の
で
、
本
報
告
で
の
寺
院
は
「
Ｏ
」
か
ら
始
ま
る
。

　
な
お
、
本
稿
の
�
で
、
一
次
調
査
・
二
次
調
査
の
寺
院
を
あ
わ
せ
て
、
「
相
似
す

る
鬼
会
面
を
保
有
す
る
寺
院
の
分
類
」
を
試
み
て
い
る
関
係
上
、
表
一
の
。
鬼
会

面
所
蔵
寺
院
一
覧
表
〃
は
、
一
次
調
査
の
寺
院
も
あ
わ
せ
て
記
載
す
る
。
こ
れ
ら
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の
寺
院
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
挿
図
１
を
参
照
さ
れ
た
い
。

表
一
　
（
鬼
会
面
所
蔵
寺
院
一
覧
表
）

Ａ
　
胎
　
蔵
　
寺

　
　
　
災
　
払
　
鬼

　
　
　
荒
　
　
　
鬼

　
　
　
鈴
鬼
（
男
）

鈴

鬼

-ヽ
女

－

Ｂ

長

安

寺

Ｃ
　
天

災　鈴鈴古荒災
　念
払　鬼鬼　　払

荒

　-ヽ－
寺芒否面鬼鬼

鬼鬼

鈴

鬼

一
男－

鈴

鬼

-ヽ
女

－

　
　
　
・
　
Ｄ

Ａ
－
Ｉ

Ａ
－
２

Ａ
Ｉ
－
３

Ａ
－
４
　
Ｅ

無

動

寺

鈴鈴荒災　古荒荒

鬼鬼　払暦　鬼鬼
－－
窟当鬼鬼寺面(2川)

Ｂ
１
４
　
Ｆ
　
弥

ｍ
Ｄ
－
Ｆ
５

Ｃ
－
１

Ｃ
－
１
２

Ｃ
１
３
　
Ｇ
　
千

Ｃ
－
４

鈴鈴荒災
勒
　
寺

　
払
　
鬼

　
　
　
　
鬼

灯鬼

寺妥
　－

鬼鬼

－－
女男－－

Ｄ
－
１
１

Ｄ
‐
Ｉ
Ｉ
２

鈴鈴荒

鬼鬼鬼
-ヽ一

き隻(2)

Ｄ
１
３
　
Ｈ
　
岩
　
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
災
　
払

寺

Ｅ
－
Ｉ
Ｉ

Ｅ
－
２

Ｅ
－
３

ｐ
｀
１
４

Ｆ
Ｉ
‘
Ｉ

Ｆ
Ｉ
－
ｎ
乙

Ｆ
－
３

Ｆ
－
１
４

荒
　
鬼
　
巾
　
Ｇ
－
Ｉ

鬼

挿図１　国東半島における鬼会所蔵寺院所在地

Ｇ
－
２

Ｇ
－
３

Ｇ
―
－
４

Ｈ
－
Ｉ

　
　
　
鎮
　
　
　
鬼
　
Ｈ
－
２

　
　
　
鈴
鬼
（
男
）
　
Ｈ
－
３

　
　
　
鈴
鬼
（
女
）
　
Ｈ
１
４

－
　
文
　
殊
　
仙
　
寺

　
　
　
災
　
払
　
鬼
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
　
　
荒
　
　
　
鬼
　
Ｉ
－
２

　
　
　
鎮
　
　
　
鬼
　
Ｉ
１
３

　
　
　
鈴
鬼
（
男
）
　
Ｉ
－
４

　
　
　
鈴
鬼
（
女
）
　
ｌ
１
５

Ｊ
　
成
　
仏
　
寺

　
　
　
災
　
払
　
鬼
　
Ｊ
－
Ｉ

　　　Ｋ

　　　神鏡荒災　鈴鈴鏡荒

　　払宮鬼鬼

　　　　一一
鬼鬼鬼寺右男鬼鬼

鈴

鬼

一
男
－

　
　
　
鈴
鬼
（
女
）

Ｌ
　
行
　
入
　
寺

鎮荒災

　　払

鬼鬼鬼

　
　
　
災
払
鬼
古
面

　
　
　
荒
鬼
古
面

　
　
　
鎮
鬼
古
面

　
　
　
鈴
鬼
（
男
）

　
　
　
鈴
鬼
（
女
）

Ｍ
　
両
　
子
　
寺

Ｋ
－
２

Ｋ
－
３

Ｋ
－
４

K

II

5

Ｎ

瑠

Ｌ
－
Ｉ

Ｌ
－
－
り
乙

Ｌ
－
八
ｊ

Ｌ
－
４

Ｌ
－
５
　
０

Ｌ
－
ｒ
ｏ

Ｌ
－
７

Ｌ
－
８

荒
　
鬼
　
田
　
Ｍ
－
１

鈴鈴荒荒荒荒荒

鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼

古古鎮荒災鈴

－-ヽ
右隻(6)(5)(4)(3)(2)

魂
　
光
　
寺

　
払
　
鬼

鬼面面

-ヽ
剔2)巾鬼鬼

西鈴

明鬼

寺妥
　－

鈴荒荒災災

鬼鬼

Ｍ

　Ｉ

　２

ＭＭＭＭＭＭ

ｉ　ｌ　ｉ　ｌ　ｌ　ｌ

８　７　６　５　４　３

Ｎ
－
１

Ｎ
－
２

ＯＯ
Ｉ
Ｉ

‐
N

Ｏ
－
１
３

０
－
－
４

０
－
１
５

　
　
　
鈴
　
　
　
鬼
　
Ｏ
－
６

Ｐ
　
岩
　
脇
　
寺

　
　
　
災
　
払
　
鬼
　
Ｐ
－
Ｉ

　
　
　
荒
　
　
　
鬼
　
Ｐ
１
２

　
　
　
荒
鬼
古
面
　
Ｐ
－
３

　
　
　
鈴
鬼
（
男
）
　
Ｐ
－
４

　
　
　
鈴
鬼
（
女
）
　
Ｐ
－
５

Ｑ
　
富
　
貴
　
寺

鈴

鬼

一
男－

鈴

鬼

一
女－

Ｒ
　
霊

Ｓ
　
丸

仙

寺

鈴鈴鎮荒災　鈴鈴荒災

払
小鬼鬼

　一一ヽ野右男鬼鬼

寺

　　　払

鬼鬼鬼

Ｑ
－
‐
Ｉ

（
り
－
２

Ｒ
－
―

Ｒ
－
‘
Ｉ
２

Ｒ
Ｆ
－
３

Ｒ
－
４

ｑ
）
－
Ｉ

(
/
D
‐
N

ｑ
）
Ｉ
Ｉ
（
ｊ

鬼鬼

-ヽ一
女男－－

ＳＳ
Ｉ　Ｉ

５　４

　
○
　
西
　
明
　
寺

　
速
見
郡
山
香
町
宇
内
河
野
に
あ
っ
て
、
現
在
は
廃
寺
に
な
っ
て
い
る
。

　
往
古
、
辻
小
野
寺
と
号
し
、
六
郷
満
山
本
山
分
末
寺
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
本
尊
は
、
千
手
観
音
で
、
定
期
の
作
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
元
亀
中
、
大
友
宗
麟
の
弾
圧
に
あ
い
、
寺
坊
こ
と
ご
と
く
焼
失
し
た
が
、
の
ち

内
河
野
地
頭
に
よ
り
再
興
さ
れ
、
明
治
初
年
に
廃
絶
し
た
。
今
山
上
に
観
音
堂
が

あ
り
、
千
手
観
音
並
脇
立
二
十
八
部
衆
を
安
置
す
る
。

　
当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
現
在
山
香
町
内
河
野
山
口
、
安
部
浩
氏
が
、
す
べ
て
管

理
し
て
お
り
災
払
鬼
面
（
Ｏ
－
１
）
災
払
鬼
面
（
Ｏ
－
２
）
荒
鬼
面
（
Ｏ
－
３
）

荒
鬼
面
（
Ｏ
－
４
）
鈴
鬼
面
（
Ｏ
－
５
）
鈴
鬼
面
（
０
１
６
）
の
六
面
で
あ
る
。
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Ｐ
　
岩
　
脇
　
寺

　
豊
後
高
田
市
大
字
嶺
崎
に
あ
っ
て
、
現
在
は
廃
寺
に
な
っ
て
い
る
。

　
六
郷
満
山
本
山
分
末
寺
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
養
老
二
年
（
七
一
八
）
仁
聞
菩
薩
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
、
大
正
十
四
年
（
一
五

八
六
）
薩
軍
の
兵
火
に
よ
っ
て
堂
塔
を
こ
と
ご
と
く
焼
失
し
た
。
寛
永
元
年
二

六
二
四
）
浄
眼
和
尚
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
が
往
時
の
勢
い
を
と
り
も
ど
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
と
云
わ
れ
る
。

　
当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
現
在
豊
後
高
田
市
大
字
横
峯
、
伊
美
政
雄
氏
が
す
べ
て

管
理
し
て
お
り
、
災
払
鬼
面
（
Ｐ
－
―
）
荒
鬼
面
（
Ｐ
－
２
）
荒
鬼
古
面
（
Ｐ
Ｉ

３
）
鈴
鬼
男
面
（
Ｐ
１
４
）
鈴
鬼
女
面
（
Ｐ
１
５
）
の
五
面
で
あ
る
。

　
Ｑ
　
富
　
貴
　
寺

　
豊
後
高
田
市
大
字
蕗
字
坊
に
あ
り
、
六
郷
満
山
本
山
分
末
寺
の
一
つ
で
あ
る
。

　
本
尊
は
、
阿
弥
陀
如
来
で
、
国
指
定
の
重
要
文
代
財
で
あ
る
。

　
国
東
半
島
で
は
、
現
在
最
も
有
名
な
寺
院
で
あ
り
、
天
堂
は
俗
に
Ｊ
路
の
天
堂
〃

と
よ
ば
れ
、
平
安
後
期
の
作
で
日
本
三
阿
弥
陀
堂
の
一
つ
で
あ
り
、
昭
和
二
七
年

　
二
九
五
二
）
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
又
、
天
堂
内
部
の
壁
画
も
有
名
で
あ
る
。

　
境
内
に
は
、
国
東
有
数
の
石
造
美
術
品
も
沢
山
有
し
て
い
る
。

　
当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
鈴
鬼
男
面
（
Ｑ
－
１
）
鈴
鬼
女
面
（
Ｑ
－
２
）
、
菩
薩
面

の
三
面
で
あ
る
。

　
Ｒ
　
霊
　
仙
　
寺

　
西
国
東
郡
香
々
地
町
大
字
夷
に
あ
り
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
仁
聞
菩
薩
の
開

基
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
六
郷
満
山
末
山
本
寺
の
一
つ
で
あ
る
。

　
本
尊
は
、
千
手
観
音
で
あ
る
。

　
石
造
彫
刻
と
し
て
、
万
延
元
年
（
一
八
五
九
）
銘
の
大
地
蔵
像
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
像
高
が
四
・
八
七
米
、
総
高
六
・
〇
五
米
の
巨
大
な
地
蔵
立
像
で
あ
り
、
「
仏

師
・
板
井
林
三
ヱ
門
」
の
銘
が
あ
る
。

　
当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
災
払
鬼
面
（
Ｒ
－
Ｉ
）
荒
鬼
面
（
Ｒ
１
２
）
鈴
鬼
男
面

　
（
Ｒ
１
３
）
鈴
鬼
女
面
（
Ｒ
－
４
）
の
四
面
で
あ
る
。

　
Ｓ
　
丸
　
小
　
野
　
寺

　
東
国
東
郡
武
蔵
町
字
丸
小
野
に
あ
り
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
仁
聞
菩
薩
の
開

基
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
本
尊
は
、
不
動
明
王
で
あ
る
。
大
分
以
前
に
当
寺
は
火
事
で
寺
院
を
焼
失
し
、

現
在
地
に
移
っ
た
が
、
焼
失
前
の
当
寺
の
本
尊
は
、
薬
師
如
来
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
六
郷
満
山
中
山
末
寺
の
一
つ
で
あ
る
。

　
当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
現
在
武
蔵
公
民
館
の
入
口
正
面
に
常
時
展
示
さ
れ
て
お

り
、
災
払
鬼
面
（
Ｓ
－
Ｉ
）
荒
鬼
面
（
Ｓ
－
２
）
鎮
鬼
面
（
Ｓ
１
３
）
鈴
鬼
男
面

　
（
Ｓ
１
４
）
鈴
鬼
女
面
（
Ｓ
－
５
）
の
五
面
で
あ
る
。

　
　
　
ｊ

　
　
　
二
　
鬼
会
面
の
形
態
に
よ
る
分
類
と
銘
・
測
定
値
に
つ
い
て

　
　
　
ぐ

　
本
章
は
、
鬼
会
面
の
二
次
調
査
結
果
の
報
告
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
一
次
調
査
と
ま
っ
た
く
同
じ
方
法
に
よ
っ
て
述
べ
て
い
く
。
つ
ま

り
、
形
態
の
分
類
は
、
鬼
会
面
を
荒
鬼
面
と
鈴
鬼
面
に
分
け
ず
、
面
の
各
部
を
、

眼
・
耳
・
角
・
口
・
牙
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
表
二
の
分
類
結
果
に
従
っ
て
述
べ

て
い
く
。

　
銘
・
測
定
値
も
同
様
の
方
法
を
と
る
。

　
田
　
眼
　
　
部

　
眼
部
の
形
態
は
、
杏
仁
形
・
丸
形
・
そ
の
他
、
の
三
類
に
分
け
た
。

　
三
類
の
う
ち
で
は
、
丸
形
が
大
多
数
を
し
め
、
二
二
面
中
、
二
〇
面
を
数
え
る
。

こ
の
う
ち
、
荒
鬼
面
が
十
作
例
、
鈴
鬼
面
が
十
作
例
で
あ
る
。
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こ
の
作
例
の
う
ち
で
、
西
明
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｏ
Ｉ
Ｉ
）
災
払
鬼
面
（
Ｏ
－
２
）

荒
鬼
面
（
Ｏ
－
３
）
荒
鬼
面
（
Ｏ
－
４
）
と
岩
脇
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｐ
－
１
）
荒

鬼
面
（
Ｐ
１
２
）
の
六
面
は
、
眼
部
を
銅
板
で
張
っ
て
お
り
、
西
明
寺
の
災
払
鬼

面
（
Ｏ
１
２
）
の
場
合
、
右
眼
の
絹
張
り
が
は
げ
お
ち
て
い
る
。
又
、
岩
脇
寺
の

二
作
例
に
は
、
絹
張
り
の
う
え
に
金
粉
を
ふ
い
て
い
る
の
が
よ
く
残
っ
て
い
る
。

こ
の
眼
部
の
絹
張
り
の
作
例
は
、
一
次
調
査
で
は
、
胎
蔵
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ａ
－

１
）
荒
鬼
面
（
Ａ
－
２
）
の
二
面
に
し
か
見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
調
査
で

ハ
面
に
な
り
、
こ
の
三
寺
が
近
接
し
た
場
所
に
あ
る
の
は
興
味
深
い
。

　
杏
仁
形
は
、
今
回
の
調
査
で
は
、
一
作
例
も
な
か
っ
た
が
、
丸
小
野
寺
の
鈴
鬼

男
面
（
Ｓ
－
４
）
鈴
鬼
女
面
（
Ｓ
－
５
）
の
場
合
、
丸
形
の
刳
り
貫
き
の
う
え
に
、

濃
く
黒
の
杏
仁
形
の
彩
色
を
し
て
、
一
見
す
る
と
、
杏
仁
形
に
み
え
る
作
り
に
し

て
い
る
。
こ
の
二
面
は
、
両
眼
の
位
置
を
い
び
つ
に
彫
っ
て
お
り
、
雑
な
作
り
で

あ
る
。

　
そ
の
他
は
、
二
作
例
で
あ
る
。
と
も
に
荒
鬼
面
で
、
丸
小
野
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｓ

－
２
）
鎮
鬼
面
（
Ｓ
－
３
）
で
あ
る
。
こ
の
二
作
例
は
、
眼
の
位
置
に
直
接
彫
り

込
ま
ず
、
や
や
下
部
の
部
分
に
三
ケ
月
形
の
刳
り
貫
き
を
し
て
い
る
。
こ
の
作
例

は
、
丁
仄
調
査
で
は
、
岩
戸
寺
の
鎮
鬼
面
（
Ｈ
－
３
）
、
文
殊
仙
寺
の
鎮
鬼
面
（
Ｉ

－
３
）
　
に
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

②
　
耳
　
　
部

　
耳
部
の
形
態
は
、
紐
結
形
・
貼
付
形
・
彫
込
形
・
耳
無
形
・
不
明
の
五
類
に
分

け
た
。

　
紐
結
形
は
、
十
作
例
で
あ
り
、
す
べ
て
荒
鬼
面
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
岩
脇
寺

の
荒
鬼
古
面
（
Ｐ
１
３
）
は
、
耳
を
失
っ
て
い
る
が
、
面
の
左
右
両
横
に
耳
を
結

ぶ
小
穴
を
三
個
ず
つ
刳
り
貫
い
て
い
る
の
で
、
紐
結
形
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。
他

の
九
面
は
、
耳
を
保
有
し
て
お
り
、
す
べ
て
耳
の
形
は
、
靴
ベ
ラ
状
の
簡
単
な
作

り
で
あ
る
。
一
次
調
査
に
お
い
て
も
、
紐
結
形
は
、
両
子
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｍ
－
６
）

を
除
い
て
、
こ
の
形
で
あ
る
。
「
修
正
鬼
会
」
の
行
事
の
際
、
荒
鬼
は
激
し
く
動
く

役
割
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
枡
組
形
の
耳
を
も
つ
荒
鬼
面
は
、
簡
単
な
靴
ベ

ラ
状
の
耳
を
有
し
て
い
る
方
が
、
耳
を
失
う
こ
と
を
防
ぐ
合
理
的
な
方
法
で
あ
る

と
推
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
靴
ベ
ラ
状
の
簡
単
な
耳
の
作
り
が
、
組
緒
形
の

一
応
の
定
型
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
貼
付
形
は
、
今
回
の
調
査
で
は
一
作
例
も
な
か
っ
た
。

　
彫
込
形
は
、
三
作
例
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
荒
鬼
面
が
二
作
例
、
鈴
鬼
面
が
一

作
例
で
あ
る
。
荒
鬼
面
は
、
西
明
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｏ
－
１
）
荒
鬼
面
（
Ｏ
１
３
）

で
あ
り
、
二
面
と
も
、
左
右
の
耳
を
彫
り
込
ん
だ
部
分
が
別
材
を
使
用
し
て
い
る
。

こ
の
作
例
は
、
一
次
調
査
で
は
一
作
例
も
な
く
、
特
異
な
作
例
で
あ
る
。
鈴
鬼
面

は
、
霊
仙
寺
の
男
面
（
Ｒ
１
３
）
で
あ
る
。
鈴
鬼
面
に
耳
が
あ
る
の
は
、
一
次
調

査
で
も
、
胎
蔵
寺
の
男
女
面
（
Ａ
－
３
・
４
）
と
行
人
寺
の
男
女
面
（
Ｌ
－
７
・

８
）
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
も
男
女
セ
ッ
ト
面
に
耳
を
彫
り
込
ん
で
い
る
。
霊
仙
寺

の
場
合
は
、
男
面
だ
け
に
耳
を
彫
り
込
ん
で
お
り
、
セ
ッ
ト
面
の
片
方
だ
け
に
耳

が
あ
る
と
い
う
特
異
な
例
と
な
っ
て
い
る
。

　
耳
無
形
は
、
九
作
例
で
あ
り
、
す
べ
て
鈴
鬼
面
で
あ
る
。

③
　
角
　
　
部

　
角
部
の
形
態
は
、
二
本
角
形
・
一
本
角
形
・
二
又
角
形
・
無
角
形
・
不
明
の
五

類
に
分
け
た
。

　
二
本
角
形
は
、
今
回
の
調
査
で
は
一
作
例
も
な
か
っ
た
。

　
一
本
角
形
は
、
四
作
例
で
あ
り
、
岩
脇
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｐ
－
２
）
は
、
角
の
長

さ
が
四
二
・
二
ｍ
も
あ
り
、
本
体
の
面
長
よ
り
も
長
い
大
き
な
角
で
あ
り
、
黒
の

彩
色
に
金
線
を
施
す
見
事
な
作
り
で
あ
る
。

　
二
又
角
は
、
三
作
例
で
あ
り
、
す
べ
て
正
面
に
む
か
っ
て
二
又
に
分
か
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
岩
脇
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｐ
－
１
）
は
、
大
角
の
長
さ
が
三
九
・

五
ｍ
、
小
角
の
長
さ
が
二
三
ｍ
で
、
角
の
根
元
を
赤
色
、
上
部
を
金
色
に
塗
っ
た
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見
事
に
大
き
な
角
で
あ
る
。

　
無
角
形
は
、
十
三
作
例
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
荒
鬼
面
が
三
面
、
鈴
鬼
面
は
形

態
上
、
角
を
有
し
て
い
な
い
の
で
十
作
例
す
べ
て
で
あ
る
。
荒
鬼
面
の
セ
ッ
ト
面

す
べ
て
が
無
角
形
で
あ
る
の
は
、
霊
知
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｒ
－
１
・
２
）
で
あ
る
。

　
不
明
は
、
二
作
例
で
あ
り
、
丸
小
野
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｓ
－
２
）
岩
脇
寺
の
荒
鬼

古
面
（
Ｐ
－
３
）
で
あ
る
。
二
面
と
も
、
額
部
の
中
央
に
、
角
を
差
し
込
む
四
角

な
小
穴
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
無
角
形
で
は
な
く
、
角
を
有
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

　
㈲
　
口
　
　
部

　
口
部
の
形
態
は
、
阿
形
・
吽
形
・
不
明
の
三
類
に
分
け
た
。

　
阿
形
は
、
ハ
作
例
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
荒
鬼
面
が
三
作
例
、
鈴
鬼
面
が
五
作

例
で
あ
る
。

　
吽
形
は
、
十
四
作
例
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
荒
鬼
面
が
九
作
例
、
鈴
鬼
面
が
五

作
例
で
あ
る
。
丸
小
野
寺
の
鈴
鬼
男
面
（
Ｓ
１
４
）
の
場
合
、
す
こ
し
口
元
が
開

い
て
お
り
阿
形
に
み
え
る
が
、
歯
を
し
っ
か
り
と
か
ん
だ
作
り
に
し
て
い
る
の
で

吽
形
の
方
に
分
類
し
た
。

　
な
お
、
一
次
調
査
で
は
、
鈴
鬼
面
は
、
男
女
面
の
セ
ッ
ト
が
す
べ
て
阿
形
か
吽

形
の
ど
ち
ら
か
に
統
一
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
二
次
調
査
で
は
、
西
明
寺
の
鈴
鬼

面
（
Ｏ
－
５
・
６
）
岩
脇
寺
の
鈴
鬼
面
（
Ｐ
－
４
・
５
）
霊
知
寺
の
鈴
鬼
面
（
Ｒ

－
３
・
４
）
が
阿
形
と
吽
形
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
お
り
、
鈴
鬼
面
の
セ
ッ
ト
は

阿
形
か
吽
形
に
統
一
さ
れ
て
い
る
と
い
う
定
型
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
㈲
　
牙
　
　
部

　
牙
部
の
形
態
は
、
上
下
牙
出
形
・
上
牙
出
形
・
下
牙
出
形
・
牙
ナ
シ
形
・
不
明

の
六
類
に
分
け
た
。

　
上
下
牙
出
形
は
、
ハ
作
例
で
あ
る
。
荒
鬼
面
の
セ
ッ
ト
が
、
こ
の
形
を
有
す
る

面
を
も
つ
寺
院
は
、
岩
脇
寺
（
Ｐ
）
雲
仙
寺
（
Ｒ
）
で
あ
る
。
西
明
寺
の
災
払
鬼

面
（
Ｏ
－
１
）
荒
鬼
面
（
Ｏ
－
３
）
の
二
面
は
、
上
下
の
歯
が
す
べ
て
大
き
く
て

鋭
い
と
が
っ
た
牙
状
を
な
し
て
お
り
、
左
右
両
脇
の
口
元
か
ら
、
さ
ら
に
大
き
な

上
下
の
牙
を
も
つ
、
全
部
・
牙
で
あ
る
と
い
っ
て
も
い
い
よ
う
な
特
異
な
形
で
あ

る
。
又
、
霊
仙
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｒ
－
Ｉ
）
は
、
左
上
牙
が
欠
け
て
お
り
、
右
上

牙
も
半
分
か
ら
折
れ
て
お
り
、
荒
鬼
面
（
Ｒ
－
２
）
は
、
左
上
下
牙
が
欠
け
て
い

る
。
こ
の
欠
け
た
牙
の
根
元
は
差
し
込
み
の
小
穴
が
あ
り
、
牙
の
み
を
別
材
で
作

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
上
牙
出
形
は
、
二
作
例
で
あ
り
、
丸
小
野
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｓ
１
１
）
西
明
寺

の
荒
鬼
面
（
０
１
３
）
は
、
上
の
歯
を
む
き
出
し
た
形
に
彫
っ
て
い
て
、
下
の
歯

を
彫
っ
て
お
ら
ず
。
Ｉ
モ
ラ
ス
な
表
情
に
な
っ
て
い
る
。

　
下
牙
出
形
は
、
一
作
例
で
あ
り
、
岩
脇
寺
の
荒
鬼
古
面
（
Ｐ
１
３
）
で
あ
る
。

　
牙
ナ
シ
形
は
、
十
一
作
例
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
荒
鬼
面
が
一
作
例
、
鈴
鬼
面
は

形
態
上
、
牙
を
有
し
て
い
な
い
の
で
十
作
例
す
べ
て
で
あ
る
。
な
お
、
西
明
寺
の

災
払
鬼
面
（
Ｏ
１
１
）
は
、
口
元
の
両
脇
か
ら
牙
状
の
大
き
な
歯
を
上
下
か
ら
だ

し
て
い
る
が
、
先
端
を
切
っ
て
、
他
の
歯
を
そ
ろ
え
て
お
り
、
こ
の
た
め
、
牙
ナ

シ
形
に
分
類
し
た
。

㈲
　
墨
　
　
銘

　
今
回
調
査
し
た
二
二
面
の
う
ち
、
墨
銘
を
有
し
て
い
る
の
は
七
面
で
あ
る
。

　
大
別
す
れ
ば
、
作
者
銘
を
書
い
た
も
の
、
年
代
銘
を
書
い
た
も
の
、
発
願
主
や

発
起
人
な
ど
を
書
い
た
も
の
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
作
者
銘
を
記
銘
し
て
い
る
面
は
、
霊
仙
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｒ
－
２
）
の
一
面
で
あ

り
「
正
月
五
日
開
眼
ナ
リ
、
佛
師
板
井
徳
四
良
国
吉
」

し
た
雲
仙
寺
の
大
地
蔵
像
の
作
者
「
板
井
林
三

た
長
安
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｂ
－
１
）
な
ど
七
百
の

　
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
先
述

　
や
、
一
次
調
査
で
み
ら
れ

「
板
井
春
哉
」
「
板
井
国
光
」
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と
性
が
同
じ
で
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
。

　
年
代
銘
を
記
銘
し
て
あ
る
面
は
、
五
面
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
四
面
は
霊
仙
寺

の
災
払
鬼
面
（
Ｒ
－
Ｉ
）
荒
鬼
面
（
Ｒ
－
２
）
鈴
鬼
男
面
（
Ｒ
１
３
）
鈴
鬼
女
面

　
（
Ｒ
－
４
）
で
、
す
べ
て
「
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
」
の
銘
で
あ
る
。
他
の
一
面

は
、
西
明
寺
の
荒
鬼
面
（
０
１
３
）
で
あ
り
「
明
治
十
三
年
（
一
ハ
ハ
○
）
」
の
銘

を
も
つ
。

　
発
願
主
・
発
起
人
ほ
ど
の
銘
を
も
つ
面
は
、
五
面
で
あ
り
、
霊
仙
寺
の
災
払
鬼

面
（
Ｒ
－
Ｉ
）
の
「
大
施
主
堂
園
、
村
長
隈
井
元
右
ヱ
門
節
、
矢
野
末
吉
、
同
名

藤
元
、
同
性
瀧
平
」
、
荒
鬼
面
（
Ｒ
１
２
）
の
「
大
施
主
鎚
治
迫
、
庄
屋
隈
井
元
右

ヱ
門
節
、
猪
殷
富
蔵
、
同
治
三
良
、
。
同
清
三
良
」
、
鈴
鬼
男
面
（
Ｒ
１
３
）
の
「
大

施
主
堂
園
、
矢
野
末
吉
、
同
名
藤
元
、
同
性
瀧
平
」
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｒ
－
４
）
の
「
大

施
主
鎚
治
迫
、
猪
殷
富
蔵
、
同
名
治
三
良
、
同
名
清
三
良
」
と
な
っ
て
お
り
、

四
面
と
も
同
文
で
「
文
明
三
ョ
リ
嘉
永
五
子
年
迄
三
百
八
十
二
年
ニ
ナ
ル
嘉
永
、
六

丑
年
調
形
之
法
印
賢
廣
代
」
の
銘
を
も
つ
。
あ
と
一
面
は
、
西
明
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｏ

－
３
）
で
「
豊
後
園
速
見
郡
野
原
邑
、
帯
刀
久
六
・
六
十
年
、
同
国
同
郡
同
邑
何

拾
浦
吉
紀
昌
盛
・
五
十
二
年
」
の
銘
を
も
つ
。
五
面
の
他
に
、
富
貴
寺
の
鈴
鬼
女

面
（
Ｑ
－
２
）
も
、
面
裏
の
両
側
に
墨
銘
を
も
つ
が
、
肉
眼
で
は
判
読
不
能
の
状

態
で
あ
り
、
わ
ず
か
に
右
側
の
「
鬼
」
と
「
願
主
」
の
銘
と
、
左
側
の
「
正
」
の

銘
が
読
め
る
程
度
で
あ
る
の
で
、
こ
の
分
類
か
ら
は
ず
し
た
。

閉
　
測
　
定
　
値

　
鬼
会
面
の
測
定
値
は
、
最
人
面
高
、
最
大
面
幅
、
最
大
面
高
、
最
大
彫
厚
、
重

量
の
五
類
に
分
け
測
定
し
た
。
（
単
位
は
、
セ
ン
チ
・
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
測
定
方
法
は
、
一
次
調
査
と
ま
っ
た
く
同
じ
要
領
で
行
な
っ
た
。
（
挿
図
２
）

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
次
調
査
分
の
面
だ
け
に
よ
る
、
最
大
面
長
は
、
荒
鬼
面
の

平
均
が
三
一
・
一
ｍ
で
あ
り
、
個
別
的
に
は
、
岩
脇
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｐ
－
２
）

の
三
六
ｍ
が
一
番
長
い
。
こ
の
面
は
、
前
章
の
角
部
で
紹
介
し
た
よ
う
に
角
の
長

挿図２　鬼会面の測定図

さ
も
三
九
・
五
ｍ
あ
り
、
総
計
す
る
と
七
五
・
四
ｍ
の
大
鹿
と
な
り
、
一
次
調
査

の
胎
蔵
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ａ
１
１
）
の
角
・
鹿
を
加
え
た
七
二
・
五
ｍ
を
上
回
る

最
長
の
面
で
あ
る
。
又
、
一
番
短
か
い
鹿
は
、
雲
仙
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｑ
－
Ｉ
）

の
二
六
・
六
ｍ
で
、
こ
れ
は
荒
鬼
面
の
平
均
を
か
な
り
下
回
る
。

　
鈴
鬼
面
の
平
均
は
、
二
Ｉ
・
一
ｍ
で
あ
り
、
個
別
的
に
は
、
雲
仙
寺
の
鈴
鬼
男

鹿
（
Ｑ
－
３
）
の
二
三
・
一
ｍ
が
一
番
長
く
、
岩
脇
寺
の
鈴
鬼
女
鹿
（
Ｐ
－
５
）

の
一
六
・
六
ｍ
が
一
番
短
か
い
。
一
次
調
査
で
は
、
神
宮
寺
の
鈴
鬼
女
鹿
（
Ｋ
－

５
）
の
十
七
・
三
ｍ
が
一
番
短
か
っ
た
の
で
、
岩
脇
寺
の
面
は
、
そ
れ
を
下
回
る

鹿
で
あ
る
。

　
最
人
面
幅
は
、
荒
鬼
面
の
平
均
が
二
三
・
九
六
ｍ
で
あ
る
。
個
別
的
に
は
、
岩

脇
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｐ
１
２
）
の
二
九
・
七
ｍ
が
一
番
面
幅
が
大
き
く
、
雲
仙
寺
の

災
払
鬼
面
（
Ｑ
１
１
）
が
二
Ｉ
・
二
ｍ
で
一
番
小
さ
い
。
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鈴
鬼
面
は
、
平
均
が
一
五
・
〇
七
ｍ
で
あ
る
。
個
別
的
に
は
、
雲
仙
寺
の
鈴
鬼

男
面
（
Ｑ
－
３
）
西
明
寺
の
鈴
鬼
面
（
Ｓ
－
６
）
の
十
六
・
四
ｍ
が
大
き
く
、
丸

小
野
寺
の
鈴
鬼
女
面
（
Ｓ
－
５
）
の
十
二
・
六
ｍ
が
小
さ
い
。

　
最
大
面
高
は
、
荒
鬼
面
の
平
均
が
十
五
・
二
九
ｍ
で
あ
り
、
個
別
的
に
は
、
岩

脇
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｐ
１
１
）
の
十
八
・
五
ｍ
が
一
番
面
高
が
あ
り
、
雲
仙
寺
の

荒
鬼
面
（
ｏ
で
２
）
の
十
一
・
五
ｍ
が
一
番
低
い
。

　
鈴
鬼
面
は
、
平
均
が
ハ
・
二
五
ｍ
で
あ
り
、
個
別
的
に
は
、
西
明
寺
の
鈴
鬼
面

　
（
Ｏ
－
５
）
の
九
ｍ
が
一
番
高
く
、
丸
小
野
寺
の
鈴
鬼
女
面
（
Ｓ
－
５
）
の
六
・

五
ｍ
が
一
番
低
い
。

　
最
大
彫
厚
は
、
荒
鬼
面
の
平
均
が
二
・
五
八
ｍ
で
あ
り
、
個
別
的
に
は
、
岩
脇

寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｐ
－
Ｉ
）
西
明
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｏ
－
４
）
の
三
・
五
ｍ
が
一
番

厚
く
、
霊
仙
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｑ
１
１
）
荒
鬼
面
（
Ｑ
１
２
）
の
Ｉ
ｍ
が
一
番
薄

い
。

　
鈴
鬼
面
の
平
均
は
、
一
・
〇
八
ｍ
で
あ
り
、
個
別
的
に
は
、
丸
小
野
寺
の
鈴
鬼

男
面
（
ｓ
１
４
）
の
丁
七
ｍ
が
一
番
厚
く
、
雲
仙
寺
の
鈴
鬼
女
面
（
Ｑ
－
４
）

の
〇
・
七
ｍ
が
一
番
薄
い
。

　
重
量
は
、
荒
鬼
面
の
平
均
が
Ｉ
・
四
二
㎏
で
あ
り
、
個
別
的
に
は
、
岩
脇
寺
の

災
払
鬼
面
（
Ｐ
－
１
）
荒
鬼
面
（
Ｐ
１
２
）
の
三
㎏
が
一
番
重
く
、
雲
仙
寺
の
災

払
鬼
面
（
Ｑ
－
１
）
の
〇
・
四
㎏
が
一
番
軽
い
。
雲
仙
寺
の
二
面
は
、
明
き
ら
か

に
材
質
が
桐
と
分
か
り
、
そ
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
軽
さ
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
鈴
鬼
面
は
、
平
均
が
〇
・
二
四
ｍ
で
あ
り
、
十
面
の
う
ち
、
〇
・
三
㎏
の
重
さ

を
も
つ
面
が
四
面
、
〇
・
二
㎏
の
重
さ
を
も
つ
面
が
六
面
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
重

量
差
が
な
い
。
な
お
、
個
別
的
に
は
、
表
二
の
「
測
定
値
表
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
ｊ

　
　
　
三
　
相
似
す
る
鬼
会
面
を
保
有
す
る
寺
院
の
分
類

　
　
　
ぐ

　
前
章
で
述
べ
た
、
鬼
会
面
の
二
次
調
査
の
報
告
と
、
前
回
の
一
次
調
査
を
あ
わ

せ
る
と
、
鬼
会
面
を
保
有
す
る
寺
院
は
十
九
寺
、
面
数
は
九
二
面
（
荒
鬼
面
五
六

面
、
鈴
鬼
面
三
六
面
）
に
な
る
。

　
今
後
の
調
査
で
、
も
う
少
し
保
有
寺
院
・
面
数
も
増
え
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本

章
で
は
、
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
鬼
会
面
で
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
相
似
す
る
鬼

会
面
を
保
有
す
る
寺
院
の
分
類
を
試
み
て
み
た
い
。

　
　
「
修
正
鬼
会
」
の
行
事
は
、
荒
鬼
と
鈴
鬼
で
は
演
ず
る
役
割
が
違
う
の
で
、
当

然
、
面
の
形
態
も
違
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
分
類
も
「
荒
鬼
面
」
と
「
鈴
鬼

面
」
に
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
分
類
方
法
は
、
両
面
と
も
①
面
全
体
の
作
り
が
よ
く
似
て
お
り
、
②
部
分
的
に

は
、
少
く
と
も
、
三
つ
以
上
の
共
通
す
る
彫
り
方
、
作
り
方
の
あ
る
、
③
セ
ッ
ト

面
を
保
有
す
る
寺
院
で
あ
る
。

　
ま
ず
「
荒
鬼
面
」
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
条
件
を
満
た
す
寺
院
別
の
分
類
は
、

今
回
は
、
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
た
が
、
ど
う
し
て
も
条
件
に
あ
わ
ず
、
や
む

な
く
除
外
し
た
寺
院
も
で
た
。
こ
れ
は
、
両
子
寺
や
西
明
寺
の
よ
う
に
、
ど
う
も

他
寺
の
荒
鬼
面
を
併
せ
て
保
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
面
の
形
態

が
全
然
違
う
種
類
を
有
す
る
寺
院
や
、
一
面
な
い
し
は
二
面
は
あ
て
は
ま
っ
て
も

セ
ッ
ト
面
全
部
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
面
を
保
有
す
る
寺
院
な
ど
で
あ
る
。

　
な
お
、
荒
鬼
古
面
は
、
分
類
の
調
整
上
、
今
回
は
除
く
こ
と
に
す
る
。

　
次
に
、
「
鈴
鬼
面
」
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
た
。
こ
の

鈴
鬼
面
の
場
合
、
①
の
条
件
を
重
視
し
て
分
類
し
て
み
た
の
で
、
荒
鬼
面
に
比
べ

て
除
外
す
る
寺
院
が
少
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
多
少
は
、
や
む
な
く
除
外
し

た
。

　
以
下
、
こ
の
方
法
に
従
っ
て
、
相
似
す
る
荒
鬼
面
・
鈴
鬼
面
を
保
有
す
る
寺
院

別
の
分
類
を
試
み
て
い
く
。

山
　
相
似
す
る
荒
鬼
面
を
保
有
す
る
寺
院
別
の
分
類

相
似
す
る
荒
鬼
面
を
保
有
す
る
寺
院
を
大
別
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
第
一
群
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挿図３　相似する「荒鬼面」を保有する寺院別の所在地

胎
蔵
寺
（
Ａ
）
、
岩
脇
寺
（
Ｐ
）

　
第
二
群

長
安
寺
（
Ｂ
）
、
天
念
寺
（
Ｃ
）

　
第
三
群

無
動
寺
（
Ｄ
）
応
暦
寺
（
Ｅ
）
、
弥
勒
寺
（
Ｆ
）

　
第
四
群

岩
戸
寺
（
Ｈ
）
、
文
殊
仙
寺
（
Ｉ
）
、
成
仏
寺
（
Ｉ
）

な
お
、
こ
れ
ら
の
四
群
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
挿
図
３
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
④
第
一
群

　
第
一
群
に
属
す
る
荒
鬼
面
を
保
有
す
る
寺
院
は
、
胎
蔵
寺
（
Ａ
－
Ｉ
・
２
）
岩

脇
寺
（
Ｐ
－
Ｉ
・
２
）
で
あ
る
。

　
こ
の
形
を
、
便
宣
上
、
仮
に
胎
蔵
寺
形
と
名
付
け
る
。

　
胎
蔵
寺
形
に
共
通
す
る
面
の
彫
り
方
の
特
色
の
う
ち
で
、
最
も
顕
著
な
相
似
個

所
は
、
脱
却
に
銅
板
を
張
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
き
な
丸
形
の
少
し
つ
り
上

が
っ
た
脱
却
に
銅
板
を
張
り
、
そ
の
う
え
に
金
色
の
彩
色
を
施
し
た
中
に
、
丸
形

の
刳
り
貫
き
を
も
つ
。

　
さ
ら
に
、
頬
部
は
、
厚
く
肉
を
盛
り
上
げ
た
よ
う
な
彫
り
方
を
し
て
、
ふ
く
ら

み
を
も
た
せ
て
い
る
。

　
耳
却
は
、
紐
結
形
で
、
簡
単
な
靴
ベ
ラ
状
の
作
り
で
あ
る
。

　
角
却
に
も
、
共
通
し
た
特
色
が
あ
り
、
ほ
ぽ
面
長
に
匹
敵
す
る
長
さ
を
有
す
る

大
角
で
あ
る
。

　
総
じ
て
、
面
が
、
最
大
面
長
三
〇
ｍ
を
こ
す
大
圏
で
あ
り
、
各
部
の
彫
り
も
深

く
、
少
し
角
張
っ
た
形
に
仕
上
げ
た
丁
寧
な
作
り
で
あ
る
。

　
こ
の
胎
蔵
寺
形
に
類
似
し
た
面
に
、
西
明
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｏ
－
２
）
荒
鬼
面

　
（
Ｏ
－
４
）
が
あ
る
。

⑥
第
二
群

　
第
二
群
に
属
す
る
荒
鬼
面
を
保
有
す
る
寺
院
は
、
長
安
寺
（
Ｂ
－
Ｉ
・
２
）
天

念
寺
（
Ｃ
１
１
・
２
）
で
あ
る
。

　
こ
の
形
を
、
便
宜
上
、
仮
に
長
安
寺
形
と
名
付
け
る
。

　
長
安
寺
形
に
共
通
す
る
面
の
彫
り
方
の
特
色
は
、
ま
ず
、
牙
部
で
あ
る
。
上
下

牙
出
形
を
と
り
、
大
牙
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
歯
に
相
当
す
る
部
分
も
、
他
の
荒

鬼
面
の
牙
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
に
な
り
、
先
端
も
鋭
く
と
が
っ
て
い
る
。

　
又
、
鼻
部
は
、
小
鼻
の
部
分
が
大
き
く
横
に
張
っ
た
作
り
を
し
て
お
り
、
正
面

か
ら
み
る
と
、
両
眼
の
三
分
の
二
程
度
ま
で
張
り
だ
し
た
横
広
の
大
き
な
鼻
に
な

っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
面
上
の
額
部
、
頬
部
、
顎
部
に
き
ざ
ま
れ
た
文
様
上
の
彫
り
方
の
相

似
性
も
特
長
の
一
つ
で
あ
る
。
額
部
に
は
、
眉
間
を
中
心
に
両
脇
に
の
び
る
三
角

状
の
線
刻
を
施
し
、
眉
部
は
二
つ
の
渦
巻
状
の
彫
り
方
で
眉
を
形
づ
く
り
、
頬
部
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か
ら
鼻
部
へ
も
、
曲
線
を
え
が
い
た
細
か
い
線
刻
を
も
ち
、
顎
部
に
は
、
一
つ
な

い
し
二
つ
の
渦
巻
状
の
円
形
の
彫
り
が
あ
る
。

　
面
の
形
は
、
頭
部
が
大
き
く
、
顎
部
が
細
く
角
張
っ
た
逆
三
角
形
状
で
あ
り
、

一
見
し
て
動
物
を
思
わ
せ
る
表
現
で
あ
る
。

　
こ
の
長
安
寺
形
と
胎
蔵
寺
形
の
中
間
を
思
わ
せ
る
面
に
、
西
明
寺
の
災
払
鬼
面

　
（
０
１
１
）
荒
鬼
面
（
Ｏ
１
３
）
が
あ
る
。
こ
の
二
面
は
、
顎
部
に
二
つ
の
渦
巻

状
の
円
形
の
彫
り
が
あ
り
、
こ
の
彫
り
方
は
、
長
安
奇
形
以
外
に
は
例
が
な
く
、

何
ら
か
の
関
連
性
が
推
定
さ
れ
る
。

○
第
三
群

　
第
三
群
に
属
す
る
荒
鬼
面
を
保
有
す
る
寺
院
は
、
無
動
寺
（
Ｄ
Ｉ
Ｉ
・
２
）
応

暦
寺
（
Ｅ
Ｉ
Ｉ
・
２
）
弥
勒
寺
（
Ｆ
ｊ
ｌ
・
２
）
で
あ
る
。

　
こ
の
形
を
、
便
宜
上
、
仮
に
無
動
寺
形
と
名
付
け
る
。

　
こ
の
無
動
寺
形
に
共
通
す
る
面
の
彫
り
方
の
特
色
は
、
ま
ず
、
面
全
体
の
比
率

か
ら
い
っ
て
、
少
さ
め
の
眼
部
で
あ
る
。
他
の
荒
鬼
面
は
、
お
お
む
ね
眼
部
を
大

き
く
作
っ
た
り
、
側
面
か
ら
み
た
場
合
、
最
大
面
高
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
突
起
さ
せ

全
体
的
な
比
率
か
ら
み
る
と
服
部
を
強
調
し
た
作
り
が
多
い
の
に
比
べ
る
と
、
服

部
の
作
り
は
小
さ
く
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
顎
部
は
、
応
暦
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｅ
Ｉ
Ｉ
）
の
み
は
、
下
顎
が
欠
損
し

て
い
て
不
明
で
あ
る
が
、
他
の
面
は
、
す
べ
て
下
顎
部
を
少
し
前
に
突
き
出
し
た

作
り
に
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
額
部
か
ら
頬
部
に
か
け
て
、
さ
ざ
波
状
の
細
か
い
円
を
畿
筋
も
え
が

い
た
よ
う
な
文
様
状
の
彫
り
を
し
て
い
る
の
も
共
通
し
た
特
色
で
あ
る
。

　
総
じ
て
、
面
の
形
は
丸
形
で
あ
り
、
各
部
の
彫
り
も
深
く
、
丁
寧
に
仕
上
げ
て

い
る
。

　
こ
の
形
に
類
似
す
る
、
他
の
荒
鬼
面
に
は
、
雲
仙
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｒ
ｊ
ｌ
）

荒
鬼
面
（
Ｒ
－
２
）
が
あ
る
。

　
⑥
第
四
群

　
第
四
群
に
属
す
る
荒
鬼
面
を
保
有
す
る
寺
院
は
、
岩
戸
寺
（
Ｈ
Ｉ
Ｉ
・
２
）
文

殊
仙
寺
（
ｌ
ｉ
ｌ
・
２
・
３
）
成
仏
寺
（
Ｊ
－
１
・
２
・
３
）
で
あ
る
。

　
こ
の
形
を
、
便
宜
上
、
仮
に
岩
戸
寺
形
と
名
付
け
る
。

　
こ
の
岩
戸
寺
形
に
共
通
す
る
面
の
彫
り
方
の
特
色
は
、
鼻
部
で
あ
る
。
鼻
筋
を

浅
く
彫
る
か
、
円
球
状
、
あ
る
い
は
魚
の
背
鰭
を
思
わ
せ
る
突
起
物
で
表
現
し
て

い
る
の
で
、
側
面
か
ら
み
た
場
合
、
鼻
筋
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
な
、
か
な
り
不

細
工
な
作
り
を
し
て
い
る
。

　
次
に
、
ロ
部
で
あ
る
。
こ
の
部
分
も
彫
り
が
浅
く
、
歯
の
作
り
も
は
っ
き
り
と

せ
ず
よ
く
観
察
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
牙
部
の
作
り
も
雑
に
な
っ

て
お
り
、
他
の
歯
よ
り
も
少
し
長
目
に
彫
っ
て
い
る
の
で
牙
と
分
か
る
作
り
で
あ

る
。
ま
た
成
仏
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｊ
－
Ｉ
・
２
・
３
）
は
さ
ら
に
簡
略
化
さ
れ
、
口
部

は
彫
ら
ず
に
、
口
元
を
黒
、
歯
を
白
の
彩
色
で
仕
上
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
岩
戸
寺
形
の
際
立
っ
て
違
う
と
こ
ろ
は
、
彩
色
で
あ
る
。
面
全
体

を
白
と
黒
の
み
の
簡
単
な
彩
色
で
す
ま
せ
て
お
り
、
黒
色
を
下
地
の
色
と
し
て
、

眉
部
・
眼
部
・
口
部
な
ど
に
白
色
の
彩
色
を
し
て
い
る
。
文
殊
仙
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｉ

１
１
・
２
・
３
）
は
、
黒
の
彩
色
は
現
在
残
っ
て
い
な
い
が
、
眼
部
・
口
部
に
白

の
彩
色
が
あ
り
、
同
様
の
彩
色
と
考
え
ら
れ
る
。

　
総
じ
て
、
面
の
形
に
統
一
性
が
な
く
、
彫
り
も
浅
く
、
他
の
荒
鬼
面
に
比
べ
て

仕
上
が
り
が
大
雑
把
で
あ
る
。

　
こ
の
岩
戸
寺
形
に
、
比
較
的
類
似
す
る
荒
鬼
面
に
、
丸
小
野
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｓ

１
１
）
荒
鬼
面
（
Ｓ
１
２
）
鎮
鬼
面
（
Ｓ
－
３
）
が
あ
る
。

②
　
相
似
す
る
鈴
鬼
面
を
保
有
す
る
寺
院
別
の
分
類

相
似
す
る
鈴
鬼
面
を
保
有
す
る
寺
院
を
大
別
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
群

胎
蔵
寺
（
Ａ
）
、
応
暦
寺
（
Ｅ
）
、
弥
勒
寺
（
Ｆ
）
、
富
貴
寺
（
Ｑ
）
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挿図４　相似する「鈴鬼面」を保有する寺院別の所在地

　
第
二
群

長
安
寺
（
Ｂ
）
、
天
念
寺
（
Ｃ
）
、
千
灯
寺
（
Ｇ
）
、
行
人
寺
（
Ｌ
）
、
雲
仙
寺
（
Ｑ
）

　
第
三
群

岩
戸
寺
（
Ｈ
）
、
文
殊
仙
寺
（
Ｉ
）
、
神
宮
寺
（
Ｌ
）

　
第
四
群

両
子
寺
（
Ｍ
）
、
瑠
瑞
光
寺
（
Ｎ
）
、
丸
小
野
寺
（
Ｓ
）

な
お
、
こ
れ
ら
の
四
群
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
挿
図
４
を
参
照
さ
れ
た
い
。

㈲

第
一
群

　
第
一
群
に
属
す
る
鈴
鬼
面
を
保
有
す
る
寺
院
は
、
胎
蔵
寺
（
Ａ
－
３
・
４
）
応

暦
寺
（
Ｅ
１
３
・
４
）
弥
勒
寺
（
Ｆ
１
３
・
４
）
富
貴
寺
（
Ｑ
１
１
・
２
）
で
あ

　
こ
の
形
を
、
便
宜
上
、
仮
に
胎
蔵
寺
形
と
名
付
け
る
。

　
胎
蔵
寺
形
に
共
通
す
る
面
の
彫
り
方
の
特
色
は
、
す
べ
て
能
面
の
表
情
を
思
わ

せ
る
作
り
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
応
暦
寺
の
鈴
鬼
女
面
（
Ｅ
－
４
）
の
眼
部
の
作
り
は
、
杏
仁
形
の

刳
り
貫
き
を
し
て
い
る
が
、
他
の
鈴
鬼
面
は
、
杏
仁
形
状
の
眼
部
に
、
黒
眼
の
部

分
を
丸
形
の
刳
り
貫
き
に
し
て
い
る
。

　
口
部
は
、
す
べ
て
阿
形
で
あ
り
、
応
暦
寺
の
鈴
鬼
女
面
（
Ｅ
－
４
）
弥
勒
寺
の

鈴
鬼
女
面
（
Ｆ
－
４
）
を
除
い
て
、
歯
を
出
し
た
作
り
で
あ
る
。

　
総
じ
て
、
面
の
表
情
は
無
表
情
で
あ
り
、
照
明
の
工
合
に
よ
っ
て
、
い
か
よ
う

に
も
表
情
が
変
化
す
る
よ
う
な
作
り
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
胎
蔵
寺
形
に
、
類
似
し
た
鈴
鬼
面
に
、
西
明
寺
の
鈴
鬼
面
（
Ｏ
－
５
・
６
）

岩
脇
寺
の
鈴
鬼
面
（
Ｐ
１
４
・
５
）
が
あ
る
が
、
と
も
に
面
の
形
が
横
広
で
あ
り

除
し
た
。

⑥
第
二
群

　
第
二
群
に
属
す
る
鈴
鬼
面
を
保
有
す
る
寺
院
は
、
長
安
寺
（
Ｂ
１
４
・
５
）
天

念
寺
（
Ｃ
１
３
・
４
）
千
灯
寺
（
Ｇ
－
３
・
４
）
行
人
寺
（
Ｌ
－
７
・
８
）
霊
仙

寺
（
Ｒ
－
３
・
４
）
で
あ
る
。

　
こ
の
形
を
、
使
宣
上
、
仮
に
、
長
安
寺
形
と
名
付
け
る
。

　
こ
の
長
安
寺
形
に
共
通
す
る
面
の
彫
り
方
の
特
色
は
、
人
間
の
顔
を
モ
デ
ル
に

し
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
写
実
的
な
表
情
の
作
り
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
面
の
形
は
、
卵
形
の
ふ
っ
く
ら
と
し
た
丸
顔
風
の
作
り
で
あ
る
が
、
そ

の
う
ち
、
天
念
寺
の
鈴
鬼
面
（
Ｃ
－
３
・
４
）
が
一
番
丸
く
、
千
灯
寺
の
鈴
鬼
面

　
（
Ｇ
－
３
・
４
）
は
、
や
や
細
長
い
。

　
眉
部
は
、
彫
り
出
し
て
お
ら
ず
、
大
き
く
孤
を
え
が
い
た
形
に
墨
を
い
れ
て
あ

　
鼻
部
は
、
鼻
筋
が
通
り
、
小
鼻
も
小
さ
く
、
人
間
の
鼻
の
表
現
に
近
い
。

　
又
、
口
部
は
、
ほ
ぼ
小
鼻
の
作
り
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
幅
に
彫
り
、
何
の
部
分
に
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朱
を
さ
し
て
い
る
。

　
総
じ
て
、
眼
部
、
鼻
部
、
口
部
な
ど
各
部
分
の
作
り
が
小
さ
く
、
各
部
と
も
誇

張
の
な
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
表
現
に
仕
上
げ
て
い
る
。

　
な
お
、
千
灯
寺
の
鈴
鬼
男
面
（
Ｇ
－
３
）
は
、
少
し
眉
を
つ
り
あ
げ
、
黒
眼
の

部
分
を
眉
間
に
よ
せ
た
作
り
で
あ
る
の
で
、
丁
度
、
歌
舞
伎
で
見
得
を
切
っ
た
よ

う
な
表
現
で
あ
る
。

○
第
三
群

　
第
三
群
に
属
す
る
鈴
鬼
面
を
保
有
す
る
寺
院
は
、
岩
戸
寺
（
Ｈ
－
３
・
４
）
文

殊
仙
寺
（
Ｉ
－
４
・
５
）
神
宮
寺
（
Ｋ
－
４
・
５
）
で
あ
る
。

　
こ
の
形
、
使
宣
上
、
仮
に
岩
戸
寺
形
と
名
付
け
る
。

　
岩
戸
寺
形
に
共
通
す
る
面
の
彫
り
方
の
特
色
は
、
鈴
鬼
男
面
が
ヒ
ョ
ツ
ト
コ
形
、

鈴
鬼
女
面
が
、
多
少
笑
顔
を
み
せ
て
い
る
ロ
元
の
形
に
作
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
鈴
鬼
男
鹿
の
場
合
、
彩
色
、
文
様
状
の
彫
り
出
し
な
ど
に
相
異
も
あ
り
、
服
部

も
、
岩
戸
寺
男
面
（
Ｈ
１
３
）
神
宮
寺
男
面
（
Ｋ
１
４
）
は
杏
仁
形
、
文
殊
仙
寺

男
面
（
Ｉ
－
４
）
は
丸
形
と
違
う
が
、
三
面
と
も
、
口
部
は
ヒ
ョ
ツ
ト
コ
形
で
あ

り
、
鼻
部
と
口
部
を
正
面
か
ら
み
て
、
す
べ
て
左
側
の
部
分
を
つ
り
あ
げ
た
作
り

に
し
て
い
る
。

　
鈴
鬼
女
面
の
場
合
、
文
殊
仙
寺
女
面
（
Ｉ
－
５
）
神
宮
寺
女
面
（
Ｋ
－
５
）
は

オ
カ
メ
形
で
、
服
部
を
丸
形
に
し
、
鼻
部
は
正
面
か
ら
み
た
場
合
、
鼻
筋
が
あ
ま

り
な
く
鼻
の
穴
が
み
え
る
よ
う
な
作
り
で
あ
り
、
岩
戸
寺
女
面
（
Ｈ
１
４
）
、
服
部

を
杏
仁
形
、
鼻
部
は
鼻
筋
も
通
り
、
小
鼻
も
小
さ
く
作
っ
て
い
る
が
、
□
部
は
三

面
と
も
、
下
唇
の
部
分
を
少
し
つ
き
だ
す
よ
う
に
厚
め
に
作
り
、
□
元
を
つ
り
あ

げ
た
作
り
に
し
て
、
面
の
表
情
が
笑
顔
を
み
せ
て
い
る
仕
上
が
り
で
あ
る
。

　
な
お
、
成
仏
寺
の
鈴
鬼
面
（
Ｊ
－
４
・
５
）
は
、
岩
戸
寺
の
鈴
鬼
面
と
彩
色
の

方
法
が
酷
似
し
て
い
る
が
、
面
の
形
が
違
う
の
で
、
今
回
は
険
し
た
。

第⑥
　
第
四
群

四
群
に
属
す
る
鈴
鬼
面
を
保
有
し
て
い
る
寺
院
は
、
両
子
寺
（
Ｍ
－
７
・
８
）

瑠
瑞
光
寺
（
Ｎ
１
６
・
７
）
丸
小
野
寺
（
Ｓ
１
４
・
５
）
で
あ
る
。

　
こ
の
形
を
、
便
宣
上
、
仮
に
、
両
子
寺
形
と
名
付
け
る
。

　
両
子
寺
形
に
共
通
す
る
面
の
彫
り
方
の
特
色
は
、
面
の
形
が
楕
円
形
で
あ
り
、

比
較
的
、
写
実
性
の
あ
る
表
情
の
作
り
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
楕
円
形
の
作
り
の
た
め
、
鼻
部
に
共
通
す
る
特
色
、
鼻
筋
を
非
常
に
長
く

彫
っ
た
作
り
に
な
っ
て
い
る
。

　
服
部
は
、
丸
小
野
寺
の
鈴
鬼
面
（
Ｓ
１
４
・
５
）
を
除
い
て
、
杏
仁
形
の
刳
り

貫
き
を
し
て
い
る
が
、
丸
小
野
寺
の
場
合
、
刳
り
貫
き
は
丸
形
で
あ
る
が
、
墨
を

濃
く
塗
り
こ
ん
だ
杏
仁
形
状
の
服
部
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
顎
部
が
、
他
の
鈴
鬼
面
に
比
べ
て
、
こ
の
周
子
寺
形
は
長
い
。

　
な
お
、
丸
小
野
寺
の
鈴
鬼
面
は
、
面
の
形
が
い
び
つ
で
あ
り
、
服
部
も
左
右
の

位
置
が
違
っ
て
お
り
、
大
雑
把
な
仕
上
が
り
で
あ
る
。

む
す
び

　
以
上
、
二
次
調
査
で
判
明
し
た
五
寺
二
二
面
の
鬼
会
面
の
形
態
分
類
と
、
Ｔ
仄

二
次
調
査
で
判
明
し
た
す
べ
て
の
寺
院
の
、
相
似
す
る
荒
鬼
面
・
鈴
鬼
面
を
保
有

す
る
寺
院
別
の
分
類
を
試
み
て
み
た
。

　
そ
の
結
果
、
面
を
耳
・
眼
・
口
・
牙
・
角
の
各
部
に
分
け
て
の
形
態
分
類
で
は
、

荒
鬼
面
・
鈴
鬼
面
と
も
固
有
の
定
型
を
み
つ
け
る
ま
で
に
い
か
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
方
法
を
通
じ
て
、
西
満
山
に
属
す
る
寺
院
の
保
有
す
る
荒
鬼
面
・

鈴
鬼
面
は
、
面
の
形
が
端
正
で
、
総
体
的
に
彫
り
が
深
く
、
胎
蔵
寺
形
に
み
る
よ

う
に
眼
部
に
銅
板
を
張
っ
た
り
、
長
安
寺
形
の
よ
う
に
文
様
の
彫
り
出
し
が
複
雑

で
あ
っ
た
り
、
牙
部
も
概
し
て
大
き
く
鋭
い
作
り
を
す
る
な
ど
、
丁
寧
で
、
き
れ

い
な
仕
上
が
り
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
東
満
山
に
属
す
る
寺
院
の
保
有
す
る
面
は
、

総
体
的
に
彫
り
が
浅
く
、
成
仏
寺
の
鬼
会
面
の
よ
う
に
彫
り
こ
ま
ず
彩
色
で
表
現
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し
た
り
す
る
な
ど
の
簡
略
化
の
傾
向
に
あ
る
。
又
、
丸
小
野
寺
の
鈴
鬼
面
の
よ
う

に
形
が
い
び
つ
で
あ
っ
た
り
、
眼
の
位
置
が
左
右
ず
れ
て
い
る
な
ど
大
雑
把
な
仕

上
が
り
を
み
せ
て
お
り
、
西
満
山
と
束
満
山
と
で
は
、
明
ら
か
に
鬼
会
面
の
製
作

方
法
に
相
異
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
又
、
こ
の
分
類
方
法
を
基
礎
と
し
て
試
み
た
、
相
似
す
る
面
を
保
有
す
る
寺
院

別
の
分
類
で
は
、
分
け
ら
れ
た
寺
院
群
が
、
「
荒
鬼
面
」
の
場
合
は
、
か
な
り
近
い

地
域
に
位
置
し
て
い
る
が
、
「
鈴
鬼
面
」
の
場
合
、
特
に
長
安
寺
形
が
非
常
に
広
い

分
布
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
両
面
は
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
ま
だ
、
こ
れ
は
方
法
論
に
一
考
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
さ
ら
に

今
後
考
察
を
つ
づ
け
て
い
き
た
い
。

　
　
註

　
＊
本
稿
は
、
別
府
大
学
付
属
博
物
館
の
昭
和
五
十
五
年
度
研
究
活
動
「
国
東
半
島
の
仮
面
」

研
究
分
担
者
と
し
て
分
担
し
た
分
野
に
関
す
る
中
間
報
告
的
な
私
見
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
『
別
府
大
学
紀
要
』
第
二
Ｉ
号
（
一
九
八
〇
年
一
月
二
五
日
刊
・
別
府
大
学
会
）
所
載

　
　
　
の
拙
稿
。

　
　
（
２
）
速
見
郡
教
育
会
『
豊
後
速
見
郡
史
』
（
昭
和
四
十
八
年
）
3
2
8
頁
。

　
　
（
３
）
当
寺
に
あ
る
荒
鬼
面
は
Ｏ
－
Ｉ
・
３
、
Ｏ
１
２
・
４
が
同
形
で
あ
り
、
Ｏ
１
３
に
「
明

　
　
　
治
十
三
年
」
の
銘
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
西
明
寺
の
廃
絶
が
明
治
元
年
で
あ
る
の
で
、

　
　
　
Ｏ
Ｉ
Ｉ
・
３
を
他
寺
の
面
と
推
定
し
て
よ
い
。
又
、
鈴
鬼
面
は
形
が
非
常
に
似
て
お
り
、

　
　
　
男
面
と
女
面
の
区
別
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
（
４
）
豊
後
高
田
市
編
集
委
員
会
『
豊
後
高
田
市
明
治
百
年
』
（
昭
和
四
十
三
年
）
8
0
8
頁
。

　
　
（
５
）
前
註
④
の
3
1
5
頁
。

　
　
（
６
）
筆
者
が
、
当
寺
を
調
査
し
た
際
の
聞
き
書
き
に
よ
る
。

　
　
（
７
）
記
銘
に
は
「
安
政
七
年
」
と
あ
る
が
、
こ
の
年
号
は
存
在
し
な
い
。
地
方
の
場
合
、

　
　
　
新
年
号
に
は
い
っ
て
も
伝
播
が
遅
く
、
旧
年
号
を
延
長
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　
こ
の
場
合
「
万
延
元
年
」
が
年
号
的
に
正
し
い
と
解
釈
し
た
。

　
　
（
８
）
筆
者
が
、
当
寺
を
調
査
し
た
際
の
聞
き
書
き
に
よ
る
。

　
　
（
９
）
災
払
鬼
面
の
と
こ
ろ
は
、
武
蔵
町
公
民
館
で
は
「
大
国
鬼
面
」
と
説
明
が
つ
い
て
い

　
　
た
が
、
鬼
会
面
で
は
、
こ
の
よ
う
な
名
称
は
な
く
、
俗
称
に
も
聞
か
な
い
。
筆
者
の
調

　
　
査
の
結
果
、
他
の
荒
鬼
面
と
の
比
較
か
ら
災
払
鬼
面
と
し
た
。

（
1
0
）
前
註
⑨
の
拙
稿
、
5
0
頁
。

（
い
１
１
）
前
註
①
の
拙
稿
、
5
6
頁
。

（
1
2
）
江
戸
期
以
前
の
「
修
正
鬼
会
」
に
関
す
る
資
料
は
之
し
い
。
こ
の
年
号
銘
は
貴
重
な

　
　
資
料
の
Ｉ
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
3
）
大
分
県
教
育
委
員
編
『
六
郷
満
山
関
係
文
化
財
総
合
調
査
概
要
－
豊
後
高
田
市
・
真

　
　
玉
町
・
香
々
地
町
ｉ
』
で
は
、
こ
の
鈴
鬼
面
の
年
号
銘
を
（
久
安
三
年
二
Ｉ
四
五
）

　
　
云
々
」
と
よ
ん
で
い
る
。
5
1
頁
。

（
1
4
）
荒
鬼
古
面
は
、
寺
院
の
保
有
す
る
他
の
荒
鬼
面
と
か
な
り
形
態
に
違
い
を
生
じ
て
い

　
　
る
。
こ
れ
を
セ
ッ
ト
面
の
分
類
に
い
れ
る
と
混
乱
を
生
ず
る
の
で
、
今
回
は
分
類
上
か

　
　
ら
除
い
た
。

（
1
5
）
「
鬼
会
面
所
蔵
寺
院
一
覧
表
」
の
寺
院
の
う
え
に
つ
け
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
早
い
寺

　
　
院
を
、
そ
の
仮
称
と
し
た
。
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表二　形態による分類と銘、測定値表

形　態　に　よ　る　分　類 墨　　　　　　銘 測　　定　　値

(眼部) (耳部) (角部) (口部) (牙部) 作　　　年　　　そ

　　　　　　　　　　　の

者　　　代　　　他

重　最　最　最　最

　大　大　大　大

　彫面面面

量厚高幅長

杏丸そ

仁　の

形形他

紐貼彫ナ不

結付込

形形形シ明

ニーニ角不

本本又ナ

角角角シ明

阿吽不

形形明

上上下牙不
釧六

出出出シ明

Ｏ－１

　　　２

　　　３

　　　４

　　　５

　　　６

Ｐ－１

　　　２

　　　３

　　　４

　　　５

Ｑ－１

　　　２

Ｒ－１

　　　２

　　　３

　　　４

Ｓ－１

　　　２

　　　３

　　　４

　　　５

○

○

Ｏ

Ｏ

○

○

○
Ｏ

○

○

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

○

○

Ｏ

○
　　Ｏ

　　Ｏ

○

○

　　　○

○

　　　○

○

　　　　○

　　　　○

○

Ｏ

○

　　　　○

　　　　○

　　　　○

　　　　○

Ｏ

○

　　　Ｏ

　　　　○

○

Ｏ

Ｏ

　　　　○

　　　　○

○

　０．

０

０

　　　０

　　　０

０

　０

　　　　０

　　　０

　　　０

　　　０

　　　０

　　　０

　　　０

　　　０

　　　０

　０

　　　　０

　　　０

　　　０

　　　０

Ｏ

　　○

　　○

○

○

　　○

　　○

○

　　○

　　○

Ｏ

○

Ｏ

　　○

　　○

　　○

○

　　○

　　Ｏ

　　○

　　○

　　○

　　　　○

○

　Ｏ

○

　　　　Ｏ

　　　　Ｏ

○

○

　　　Ｏ

　　　　○

　　　　○

　　　　○

　　　　○

Ｏ

Ｏ

　　　　○

　　　　○

　Ｏ

Ｏ

Ｏ

　　　　○

　　　　○

　　　　明治13（1880）○

　　　　　　　　　　Ｏ

　　　　　　　　　　O

　　　　嘉永6（1853）○

板井国吉嘉永6（1853）○

　　　　嘉永6（1853）○

　　　　嘉永6（1853）○

29.7 24.315　3　1

28.7 22.4 15.33　1、1

29.3 25.53　1

29.2 22　14.6 3.5 1､3

21.9 15.79　1　0.3

21.9 16.4 8.6 1　0､3

34.3 29.7 18.23　3

36　29.6 18.5 3.53

30.2 21.4 15､72　1

19.8 14.3 8.3 1.3 0.2

16.6 14.7 8.2 1.5 0.3

21.7 16.2 8.9 1　0.2

20.115　8.4 0.8 0.2

26.6 21.2 11.7 1　0､4

29.7 21.8 11.5 1　0.5

23.116.4 7.9 0.8 0.2

22　15.7 8.4 0.7 0.2

37､6 25.2 18.12.5 1.7

30.7 22.1 16.3 2.5 1､6

31.7 22.3 13.13　1.4

22.3 13.8 8.3 1.7 0.3

21.4 12.6 6.5 1　0.2
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胎蔵寺形　荒鬼面
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

沁

Ｉ

％

吋

♂

％

　

　

　

　

　

ｗ

〕

や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

汪

　

　

β

　

　

　

　

　

　

゛

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

♂

♂

～

｀

Ｆ

♂

♂

％

　

　

ｉ

♂

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

％

％

（c）背　面（b）側　面（a）正　面

QI

tこ

長安寺形　荒鬼面

（c）背　面（b）側　面二（a）止　面



Cn

こ

無動寺形　荒鬼面

㈲　正　面

岩戸寺形　荒鬼面

㈲　正　面

（b）側　面

（b）側　面

（c）背　面

㈲　背　面



(71

←

胎蔵寺形　鈴鬼面

　　　　㈲正面　　　　　　　　　　　（b）側面　　　　　　　　　　　㈲背面

長安寺形　鈴鬼面

（a）疋　面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）側　面　　　　　　　　　　　　　　　　　　（c）背　面



C I

し ､ ］

㈲　正　面

両子寺形　鈴鬼面

㈲　正　面

（b）側　面

（b）側　面 ㈲　背　面
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